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序     文 

 
東ティモールでは 1999 年 8 月の独立を問う直接投票後の混乱により、多くの住民が避難を余儀なく

されたうえ、教育機関を含めインフラの７割以上が破壊され使用不可能となるなど甚大な被害を被っ

た。東ティモール暫定行政統治機構（UNTAET/ETTA）は 2000 年 11 月に東ティモール大学を開校し、

国造りを担うべき技術系人材の育成のため、インドネシア時代の旧東ティモール・ポリテクニックを

母体として工学部に電気・電子工学科、機械工学科、土木工学科を設置したが、東ティモールでは高

等技術教育体制の整備・運営について経験・知識が不足しており、我が国に支援を要請してきた。 

 我が国は、東ティモールの支援要請に応え、2001 年より同大学工学部各学科のカリキュラムの策定、

緊急無償資金協力による施設復旧・機材供与、電気・電子工学科に対する実習指導の専門家派遣を行

ってきたところである。 

 同大学工学部は、東ティモール国内では唯一の公的高等技術教育機関であり、現時点で国内最高の

工学系教育機関であるにも関わらず、教官のレベルは著しく低く、その多くは中等教育レベルの数学

や物理、英語の能力が十分でない。また、指導計画に基づいた形式の確立した授業を行うなどの、基

礎的指導力も望めない状況である。 

 このため、学生に対しても、高等教育レベルの工学教育を適切に行うことができる状態になく、東

ティモールの工学教育の正常な運営や、同国に必要な技術者の育成は、困難な状態となっている。 

 こうした状況の下、国際協力機構は、2005 年 2 月から 4 月に第一次事前評価調査（PDM 策定）、2005

年 8 月から 9 月に第二次事前評価調査を実施し、プロジェクト概要の合意形成を図るに至った。この

ほど東ティモール側とプロジェクト実施について協議を行い、討議議事録（R/D）など必要な文書に

署名を取り交わし、「東ティモール大学工学部支援プロジェクト」が 2006 年 4 月から 3 年間にわたっ

て実施されることとなった。 

 本報告書は、同プロジェクト関連の調査・協議結果をまとめたものであり、今後のプロジェクト活

動に広く活用されることを願うものである。 

 ここに、調査にご協力いただいた外務省、文部科学省、在東ティモール日本大使館など、内外関係

各機関の方々に深く感謝の意を表するとともに引き続き一層のご支援をお願いする次第である。 

 

平成 18 年 12 月 

 

独立行政法人国際協力機構 

人間開発部 

部長 菊地 文夫 
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  ミニッツ署名（第 1次事前評価調査） 

 

  ワークショップの模様 

 

  東ティモール大学工学部ヘラキャンパス 



 

 

 

   

 

   

 

   

ワークショップ（実験棟）にある、日本の

緊急無償による機材。 

キャンパス内のコンピュータ室。 

緊急無償で供与されたコンピュータが設

置されている。 

不安定な配電に対応するため、キャンパス

内にジェネレーター（発電機）を設定して

いる。 
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